
■日本損害保険協会が提供する学校段階別防災教育支援ツール（詳細は次のページをご覧ください）

学校段階 支援ツール名 概　要

幼稚園、保育園
・

小学校低学年

防災教育用カードゲーム
ぼうさいダック

安心・安全の「最初の第一歩」を、子ど
もたちが実際に身体を動かし、声を出し
て遊びながら学んでもらうためのカード
ゲームです。

すみません、傾けずに使用ください

まず　あたまを　まもろう。
（じょうぶな　つくえのしたに　もぐろう。）

小学校
安全教育プログラム
ぼうさい探検隊

子どもたちが楽しみながらまちにある防
災・防犯・交通安全に関する施設や設備
などを見て回り、身の回りの安心・安全
を考えながらマップにまとめて発表する、
実践的な安全教育プログラムです。

中学校
・

高等学校

防災教育副教材
自然災害によるリスクやその備えについ
て、生徒自身が「ワークシート」に記入し、
その内容について教師が「手引き」を見
ながら解説する教材です。

ｅラーニング
動画で学ぼう！
ハザードマップ

地域の自然災害リスクを知り、備えや対
策を行っていただくためのヒント・アドバ
イスとして、ハザードマップの活用方法等
について音声付動画で学習し、その内容
をクイズ形式で確認するeラーニングで
す。

　日本損害保険協会では、損害保険事業を通じて蓄積してきたノウハウを活かし、防災・防犯対策、交通安全対策等、幅
広い活動を行っており、この一環として、子どもたちの発達段階に応じた各種防災教育支援ツールを提供しています。
　近年では、ゲリラ豪雨や大雪など人命に関わるような災害が頻発しており、また首都直下地震や南海トラフ地震など大
きな地震の発生も危惧されています。防災に関する知識があれば行動できます。行動できれば避難することができ、そ
れが命を左右することも現実です。
　ぜひ当協会の防災教育支援ツールをご活用ください。

学校段階別

防災教育支援ツールのご紹介
～防災に関する知識があれば行動でき、行動できれば避難できる～

一般社団法人日本損害保険協会　業務企画部 啓発・教育グループ

〒101-8335　東京都千代田区神田淡路町2-9
TEL：03-3255-1215　FAX：03-3255-1236　E-mail：consumer@sonpo.or.jp

●�生徒たちが自然災害について正しく認識し、ハザードマップの活用や経済的な備え、自助と共助など防災の基
本的な知識について理解を深めることができるよう作成した教材です。

●�本教材は、生徒用の「ワークシート」と教師用の「手引き」（解答・解説、参考資料、授業展開例など）からなります。
●�本教材は、1時限（約50分）で完結する内容です。

【ワークシートの学習内容】
１．中学生向け
（１）生徒用ワークシート
●いろいろな自然災害
●自然災害への備え
●ハザードマップを活用しよう
●風水害に備えよう
●地震に備えよう
●家族で防災会議をしよう
●自然災害への経済的な備え
　など

（２）教師用手引き

１．高校生向け
（１）生徒用ワークシート
●自然災害を教訓に
●災害への備え
●ハザードマップを活用しよう
●帰宅ルートを考えよう
●家の中の安全対策をしよう
●家族で防災会議をしよう
●飲料水や食料品を備蓄しよう
●自然災害リスクへの対処法
●自助・共助・公助の連携　など

（２）教師用手引き

中学校・高等学校
ｅラーニング「動画で学ぼう！ハザードマップ」
●�ハザードマップの活用を促進し、地域の自然災害を知り、防災・減災へ
の意識を高めていただくために、そのヒントやアドバイスを取りまとめ
たeラーニングコンテンツです。

●�ビデオクリップ（それぞれ3～5分程度）をご覧いただき、確認クイズで
理解を深めたうえで、地域のハザードマップを再確認することで、災害
対策に役立てることができます。

【本ツールの概要】　http://www.sonpo.or.jp/eff orts/reduction/bousai/hm/
第1章
自然災害とハザードマップ

ハザードマップは、「あなたを自然災害から守るためのまちのレントゲン写真」。ハザードマッ
プの役割と、日本で発生しやすい主な自然災害について解説しています。

第2章　
洪水ハザードマップの活用方法

洪水ハザードマップが教えてくれるのは、「水に浸かる範囲と最大の深さ」。洪水ハザードマッ
プからわかること、洪水の際に注意すべき点などについて解説しています。

第3章
⑴�地震ハザードマップの活用方法

地震ハザードマップが教えてくれるのは、「その地域で起こりやすそうな地震の被害」。地震
ハザードマップからわかること、地震の際に注意すべき点などについて解説しています。

第3章
⑵�津波ハザードマップの活用方法

津波ハザードマップに示された浸水予測区域は、あくまで予測上のもの。津波ハザードマッ
プからわかること、津波の際に注意すべき点などについて解説しています。

第4章�
ハザードマップを安全・防災に役立てるために

自分や地域で取り組む「回避」「軽減」「転嫁」「受容」という4つの対策について解説して
います。

近年、世界中でさまざまな自然災害が発生しています。私たちの生活に大きな影響を及
ぼす自然災害ですが、日ごろから災害時の対応を考えて住まい方を工夫することで、被害
を軽減することができます。今、自分たちができることを考え、生活の中に活かしましょう。

　　　　　　　　　　大雨や豪雨、強風や竜巻、地震などによって、どのようなことが起
こるか、具体的にあげてみよう。

　(1)　大雨・豪雨

　(2)　強風・竜巻

　(3)　地震

　　天災は、忘れたときにやってくる？（いろいろな自然災害）

　　　　　　　　　　大雨や豪雨、強風や竜巻、地震などによって、どのようなことが起考えてみよう

1

ワークシート
安全な住まい 災害への備え向け

中学生

近年、世界各地で異常気象が起こり、さまざまな自然災害が発生しています。しかしこれらの
自然災害は、人間がコントロールすることは不可能です。さまざまな災害から身を守り、被害を
最小限にとどめるためには、防災に必要な知識や備えが大切です。現実を見つめ、今、一人ひと
りができることを考え行動につなげましょう。

日本は、世界でも有数の地震大国です。また、台風や豪雨などによる洪水や土石流、地すべり、
崖崩れなどにより、毎年、多くの被害が発生しています。

自然災害そのものは防ぐことはできませんが、日頃から災害時の対応を考えて住まい方を工夫
することで、災害による被害は軽減することができます。災害の怖さを知り、被災後の状況をイ
メージして、備えの大切さに気づくことが防災の第一歩です。

ハザードマップで地域の危険箇所や避難場所を確認している。

消火器を用意している。

撮影：国際航業株式会社・株式会社パスコ 写真提供：株式会社パスコ 出典：岩手県山田町

部屋の中の家具等に転倒防止対策をしている。

非常食などの備蓄や非常持ち出し品などを用意している。

災害時の連絡方法などについて、家族と話し合っている。

　　　　　　　　家で行っている対策はどれですか。 の中に○印をつけましょう。

　　　　　　　近年、大きな被害をもたらした自然災害をあげてみましょう。　　　　　　　近年、大きな被害をもたらした自然災害をあげてみましょう。考えてみよう

　　　　　　　　家で行っている対策はどれですか。確認してみよう

　　自然災害を教訓に

　　災害への備え

1

2

ワークシート
災害から身を守る

高校生
向け

ハザードマップで地域の危険箇所や避難場所を確認している。

近年、世界中でさまざまな自然災害が発生しています。私たちの生活に大きな影響を及
ぼす自然災害ですが、日ごろから災害時の対応を考えて住まい方を工夫することで、被害
を軽減することができます。今、自分たちができることを考え、生活の中に活かしましょう。

　　　　　　　　　　大雨や豪雨、強風や竜巻、地震などによって、どのようなことが起
こるか、具体的にあげてみよう。

　(1)　大雨・豪雨

　(2)　強風・竜巻

　(3)　地震

　　天災は、忘れたときにやってくる？（いろいろな自然災害）

　　　　　　　　　　大雨や豪雨、強風や竜巻、地震などによって、どのようなことが起考えてみよう

1

ワークシート
安全な住まい 災害への備え向け

中学生

近年、世界中でさまざまな自然災害が発生しています。私たちの生活に大きな影響を及
ぼす自然災害ですが、日ごろから災害時の対応を考えて住まい方を工夫することで、被害
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　　　　　　　　　　大雨や豪雨、強風や竜巻、地震などによって、どのようなことが起
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　(1)　大雨・豪雨
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　(3)　地震

　　天災は、忘れたときにやってくる？（いろいろな自然災害）

　　　　　　　　　　大雨や豪雨、強風や竜巻、地震などによって、どのようなことが起考えてみよう

1

ワークシート
安全な住まい 災害への備え向け

中学生

7

混同しやすい自然災害
　　高潮・津波

　　土石流・地滑り・がけ崩れ

　　外水氾濫・内水氾濫

【高潮】強風により海水が吹き寄せられ
たり、気圧の低下により海面が上昇する
こと。

【外水氾濫】川の堤防が壊れたり溢れた
りする現象。被害が広範囲に及ぶ。

【土石流】山の斜面や谷に堆
積した石や土砂が、長雨や集
中豪雨により速いスピードで
一気に流れ下る現象。

【地滑り】速度は遅いが、広
い範囲で土砂が滑り降りる現
象。長期にわたって危険が続
く。

【がけ崩れ】大雨や地震によ
り、急に斜面が崩れ落ちる現
象。突然起きるため、死者が
発生する場合もある。

【津波】海底で起きた地震などにより起
こる、非常に強くて大きな波のこと。

【内水氾濫】排水路などの水が川に流れ
込まず、溢れる現象。外水氾濫より発生
頻度は高いとされる。

天災は、忘れたときにやってくる？（いろいろな自然災害）1

1

2

3

高校生向け　ワークシート　答えと解説

6

近年、世界各地で異常気象が起こり、さまざまな自然災害が発生しています。しかしこれらの
自然災害は、人間がコントロールすることは不可能です。さまざまな災害から身を守り、被害を
最小限にとどめるためには、防災に必要な知識や備えが大切です。現実を見つめ、今、一人ひと
りができることを考え行動につなげましょう。

日本は、世界でも有数の地震大国です。また、台風や豪雨などによる洪水や土石流、地すべり、
崖崩れなどにより、毎年、多くの被害が発生しています。

自然災害そのものは防ぐことはできませんが、日頃から災害時の対応を考えて住まい方を工夫
することで、災害による被害は軽減することができます。災害の怖さを知り、被災後の状況をイ
メージして、備えの大切さに気づくことが防災の第一歩です。

ハザードマップで地域の危険箇所や避難場所を確認している。

消火器を用意している。

撮影：国際航業株式会社・株式会社パスコ 写真提供：株式会社パスコ 出典：岩手県山田町

部屋の中の家具等に転倒防止対策をしている。

非常食などの備蓄や非常持ち出し品などを用意している。

災害時の連絡方法などについて、家族と話し合っている。

　　　　　　　　家で行っている対策はどれですか。 の中に○印をつけましょう。

　　　　　　　近年、大きな被害をもたらした自然災害をあげてみましょう。　　　　　　　近年、大きな被害をもたらした自然災害をあげてみましょう。考えてみよう

　　　　　　　　家で行っている対策はどれですか。確認してみよう

　　自然災害を教訓に

　　災害への備え

1

2

ワークシート
災害から身を守る

高校生
向け

ハザードマップで地域の危険箇所や避難場所を確認している。

平成 28年熊本地震、平成 27年 9月関東・東北豪雨、東日本大震災、
平成 26年長野県北部地震、御嶽山噴火、平成 26年８月豪雨による広島市の土砂災害など

◎学習のねらいを確認する。
・自然災害と生活への影響を考える。
・自然災害に備えて、日頃から住まい方や生活を工夫することを考え、生活につなげる態度を培う。
・災害には、精神的・物理的・経済的に備えることが必要であることを認識する。

・これまで地域
や国内で起こっ
た災害例を挙げ
て考えさせる。

・日頃からの備
えが大切なこと
を認識させる。

・生徒や家族の
防災への意識を
確認する。
・既に行ってい
る対策などを挙
手させると家庭
における防災へ
の認識度がわか
る。

7

　災害から身を守るために大切なことは、過去の災害から教訓を引き出し、それに対して、平時から
備えておくことです。⇒

（１）「稲むらの火」
1854年、安政南海地震の津波が紀州広

ひろ
村
むら
（現在の和

歌山県広川町）を襲いました。高さ約5mの大津波が村
を襲った際、村の郷士、濱

はま
口
ぐち
梧
ご
陵
りょう
（当時は儀

ぎ
兵
へ
衛
え
、35

歳）が、収穫したばかりの稲を積み上げた「稲むら」に
火を放って、暗闇の中で逃げ遅れていた村人を高台にあ
る広八幡神社の境内に導き、多くの命を救ったという、
実際にあった話をもとにした物語です。 資料提供：内閣府防災担当

（２）「津波てんでんこ」
「地震が起きたら、家族のことを考えずに、すぐにてんでんばらばらに高いところに逃げなさい」
という三陸地方に伝わる言い伝え。
もし家族が別々の場所にいるときに津波が襲来しても、家族みんながきちんと避難をしていると信

じることができれば、家族の身を案じて探し回り、津波に巻き込まれるということを防ぐことができ
ます。また、生きていればいずれ再会することもできます。日頃から、避難場所や避難方法などを確
認するとともに、自分の命は自分で守ることを家族で約束をしておくことが大切です。

　災害は、忘れた頃にやってきます。地震や台風などは、人の力では回避することはできません。だ
からこそ、日頃からの備えが重要です。
　地域や身近にいる人同士が助け合うことで、被害を小さくすることができますが、まわりの人を助
けるには、まず自分自身が無事でなければなりません。

自然災害を教訓に1

災害への備え2

自分の命は自分で守る3
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中学校・高等学校

防災教育副教材



●B4サイズのカード12種類がセットになったゲーム教材です。

●カードの表面は災害の絵
　（左図は地震を示す）

●カードの裏面は災害に備えてポーズをとる動物の絵
　（左図は地震が起きた際、身体を丸めて頭を守るダックのポーズ）

●カードは全部で12種類。
表面の災害の絵を示しながら、裏面で描かれている正しいポーズを
学んでもらう。

幼稚園、保育園・小学校低学年
防災教育用カードゲーム「ぼうさいダック」

●�本教材は、子どもたちがさまざまな災害等に直面したときに、動物のイラストのポーズを思い出し、そのポーズ
をまねることで、被害を回避・軽減することを目的としています。

●�表面には地震や津波などの「危険」を示すイラストを、裏面には落下物から頭をかばうダックや俊足で高台に避
難するチーターなどのイラストが描かれています。

●�防災や防犯、交通安全に関するもののほか、挨拶やマナーといった日常の習慣についても学習できます。

【「ぼうさいダック」カード一覧】

●簡易なカードゲームのため、事前の準備はほぼ不要です。
●1時限（45分）の中で完結することができます。
●室内で実施できるので、天候等に左右されません。
　（雨天時のレクリエーションとして活用いただくこともできます。）

小学校
安全教育プログラム「ぼうさい探検隊」
●�まちなか探検を通じて楽しみながら学ぶことで、身近な危険について自分たちで気づき、考えてもらう実践的安
全教育プログラムです。

【プログラムの流れ】

●�子どもたちが消防署や警察署、昔ながらの商店など、まちなかで地域の大人たちにインタビューすることで、自
分のまちに関心を持つきっかけとなります。また、子どもたちの真剣な取組みが地域の大人たちを動かし、結果
として、地域コミュニティーの強化や地域防災力の向上につながります。

　※ぼうさい探検隊の取組みでの気付きを行政に提言し、実際に危険箇所が改善された事例もあります。

●�まちなか探検での安全確保やマップ作りでのアドバイスなど、子どもたちのマップづくりをサポートするために、
大学生や地域ボランティアの方々などを対象とした「ぼうさい探検隊リーダー養成講座」を実施し、講師を派遣
しています。

小学生のぼうさい探検隊マップコンクール
●�日本損害保険協会では、文部科学省や内閣府（防災担当）、消防庁などの後援のもと、小学生を対象に、毎年、
マップコンクールを実施しています。テーマは「防災」のほか、「防犯」や「交通安全」も応募の対象となります。

●�本プログラムの実施に必要となるマニュアルおよび実施キット（模造紙、マジックペン、付箋、シールなど）について
は、無償で提供しています。

❶ まちなか探検

子どもたちの視点でまちを探検して、防災・防犯・交通安全に関
する様々な施設や設備を発見します。

❷ マップの作成

集めた情報や写真などを使って、模造紙や街区地図に、発見した
こと、気づいたことなどを記入・整理してマップを作ります。

❸ 作成したマップの発表
マップが出来上がったら、自分たちで発見したことや気づいた点
を学校・団体や地域で発表することで、防災・防犯、交通安全へ
の意識を高めます。

➡
➡

すみません、傾けずに使用ください

まず　あたまを　まもろう。
（じょうぶな　つくえのしたに　もぐろう。）

裏面表面

⑥ 雷             動物：カメ ⑤ 洪 水           動物：カエル 

④ 台 風           動物：ウサギ ③ 火 事           動物：タヌキ 

② 津 波           動物：チータ ① 地 震           動物：ダック 

「ぼうさいダック！」カード一覧 

 

つなみのときは･･･「チータ」のポーズ 
※両手を早く振る 

メッセージ： できるだけたかいところまで 
       はしろう。 

たいふうのときは･･･「ウサギ」のポーズ 
※両耳に手をあてる 

メッセージ： じょうほうをききましょう。 

かみなりのときは･･･「カメ」のポーズ 

※体を丸めて低くかまえる 

メッセージ：からだをまるめて ひくくかがもう 

       たてものの なかに 

       にげるのが あんぜん。 

じしんのときは･･･「ダック」のポーズ 
※両手を頭に乗せながらかがみ込む 

メッセージ： まずあたまをまもろう。 

かじのときは･･･「タヌキ」のポーズ 
※両手を口にあてる 

メッセージ： ぬれたハンカチを 
        くちに あてよう。 

こうずいのときは･･･「カエル」のポーズ 
※くつをはくように 

メッセージ： しっかりあるけるように 
        じゅんびしよう。 

⑫ 悪いこと          動物：サル ⑪ ひったくり         動物：カンガルー 

⑩ 知っている人       動物：イヌ ⑨ 誘 拐           動物：ヒツジ 

⑧ 道 路           動物：ネズミ ⑦ 蜂             動物：ゾウ 

 

「ぼうさいダック！」カード一覧 

 

みちをわたるときは･･･「ネズミ」のポーズ 
※右左をキョロキョロ 

メッセージ： あんぜん かくにん みぎ ひだり 
       もういちど みぎをみて。

しっているひとにあったら･･･「イヌ」のポーズ 
※にっこり笑って右手をあげる 

メッセージ： げんきにあいさつ！ 

わるいことをしたときは･･･「サル」のポーズ 
※頭をさげる 

メッセージ： まずは ごめんなさい。 

はちをみたら･･･「ゾウ」のポーズ 
※両手を広げてゆっくり振る 

メッセージ： あわててうごくとあぶないよ。 

ゆうかいされそうになったら･･･ 
                「ヒツジ」のポーズ 
※大きな声で「助けて！」と叫ぶ 

メッセージ： おおきなこえ！ 

ひったくりにあわないように･･･ 
              「カンガルー」のポーズ 
※大事な袋をかかえるようにしっかりと胸の中に 

メッセージ： だいじなものは しっかりかかえて。


